
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１２月６日                NO,６８０ 

 

幻の集落―根利山 砥沢① 

 足尾山塊の皇海山を源流とする栗 

原川、平川の深い渓谷のなか、明治 

３１年（１８９８）から昭和１４年 

（１９３９）まで、足尾銅山に坑道 

を支える坑木や金属を精錬するため 

の燃料である木炭などを鉄索（ワイ 

ヤーで物資を運ぶ簡単なリフトよう 

なもの）で送るため、古河鉱業の根 

利林業所が砥沢に置かれました。 

 砥沢～銀山平を結ぶ鉄索（砥沢線＝本線）が明治３７年（１

９０４）に開通し、１００基の木製支柱が建てられ、六林班、

境沢、赤岩の３カ所に中継所があり、見張り用の番小屋が４

カ所で、１０．２ｋｍに及びました。 

 写真上は、明治４０年ごろの平河線の土場で、その下の写

真は８年前の同じ土場あたりの写真です。 

 根利山とよばれた砥沢、平滝、源公、円覚、津室、広河原

などの根利山では、木材を切り出す人や鍛冶や炭焼きの職       

人、駐在所や学校などもあり、最盛

期には約３，０００人の人が住んで

いたといわれています。 

※現在は栗原林道が通行できないた

め、砥沢跡にいくことはできません。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
急
拡
大
は
、
重
症
者
の
増
加
な
ど
で
各
地
の
医
療
機
関

が
ひ
っ
迫
す
る
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
菅
首
相
は
「
Ｇ
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Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
の
抜
本
的
見

直
し
に
踏
み
切
ろ
う
と
し
な
い
な
ど
、
有
効
な
手
だ
て
を
講
じ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。 

 

菅
首
相
は
１
日
、
小
池
東
京
都
知
事
と
会
談
し
、「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
に
つ
い
て
、
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
に
対
し
、
都
内
発
着
分
の
一
時
利
用
を
自
粛
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
が
、
こ
れ
で
は
利
用
す
る
か
し
な
い
か
の
判
断
を
国
民
に
丸
投
げ
し
た
だ
け
で
す
。 

 

専
門
家
が
参
加
す
る
政
府
の
会
議
が
１１
月
２０
日
、「
Ｇ
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Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
の
感
染
拡
大
地
域
の
適

用
除
外
を
提
言
し
た
こ
と
を
受
け
、
や
っ
と
一
部
見
直
し
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
後
手
で
小
出
し
の
修
正 

 
 

 
 

の
繰
り
返
し
で
は
、
急
速
に
広
が
る
感
染
拡
大
を
抑
え
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 

安
倍
前
首
相
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
だ
け
で
８
回
の
記
者
会
見
を
開
き
ま
し
た
が
、
菅
首

相
は
記
者
会
見
も
開
き
ま
せ
ん
。
国
民
に
語
る
政
策
を
持
た
な
い
政
権
は
、
失
格
で
す
。 

     12 月定例市議会に利根町千鳥出身の児童文学者、宮川 

ひろさんを名誉市民にすることについての議会の同意を

求める議案が提案されました。（採決は、11 日の本会議） 

     宮川ひろさんは、大正 12 年（１９２３）に利根郡東村

（現在の利根町）に生まれ、東村尋常高等小学校平川分教

場で教師として勤めたのち上京し、昭和 44 年（１９６ 

９）に「るすばん先生」で児童文学作家デビューし、主な作品には、「おか

あさんのつうしんぼ」「春駒のうた」など 130 点を超える作品があります。 

 歴史資料館の第 9 回企画展「真田宝物館収蔵品展」の

記念講演が 11 月 22 日、テラス沼田１階多目的ホール

でおこなわれました。 

 記念講演は、真田 

宝物館研究員の山中 

さゆり氏が、真田宝 

物館に収蔵されてい 

る真田家伝来の資料 

などを紹介しました。 

 日本共産党利根沼田地区委員会は１１月２９日、日本

共産党たなはしせつ子衆議院群馬一区予定候補を弁士

に裁判所前で街頭演説をおこないました。 

               たなはしさんは、「市

民と野党共闘の前進、日

本共産党の躍進で、感染

拡大を防ぎ、国民のくら

しと地域経済を守る新

しい政治に変えよう」と

訴えました。 

 12 月定例市議会が 1 日開会し、小中学生が学校で使うパソコンを購入

する動産の取得（1 億 3,939 万円）、市の一部公共施設や利根郡内の町村

の一部公共施設がそれぞれ利用できるようにする定住自立圏形成協定の締

結、（仮称）平川小水力発電所建設工事請負契約の締結（8 億 3,380 万円）、

一般会計補正予算など 22 件の議案が提案されました。 

 財政的な理由などから現在 77 歳で支給している 5,0 

00 円を廃止し、101 歳以上に毎年支給されている 50, 

000 円を 10,000 円に引き下げるという「敬老祝い金 

条例の一部改正」が提案され、日本共産党市議団（2 人） 

以外の賛成多数で可決され、新年度から実施されます。 

 

 


